
































































































































































































































































































































































































































































再生の基礎研究の報告としては、basic fibroblast growth factor（bFGF）、





















IP３ receptor binding protein released with IP３（IRBIT）KOマウスを用い
た学習行動実験
○斎藤　航，○佐々木　豪，○西川枝里，○八木将和，北村衛一，
藤原浩樹，藤井　聡（山形大学医学部生理学講座）
われわれは外界からの刺激により様々な経験をすることによって学習し、
その後の行動が変化する。
細胞内の情報伝達物質として重要な機能をはたしている１つにカルシウ
ムイオンが挙げられる。IRBITは、細胞内のカルシウムチャネルの１つで
あるイノシトール三リン酸受容体（IP3R）の活性を制御する因子として
知られている。
IRBITが最も豊富に存在する脳神経系における機能は未だ不明なところ
も多く、IRBITが海馬神経細胞において、記憶や学習等の脳高次機能に大
きな役割を果たす事が期待される。 そこで、IRBIT欠損 マウスおよびコ
ントロールマウスを用いて、オープンフィールド、恐怖条件づけの行動解
析を行った。
オープンフィールドテストでは、IRBIT欠損マウスが自発運動機能にど
のような影響を与えるかを新奇環境下での自発的活動性・不安様行動に注
目した。
被験体は８～16週齢雄性マウス使用し、野生型のマウス群（WT群）12
匹、IRBIT欠損マウス群（KO群）16匹用いて、新奇環境下で30分間の行
動量を計測した。結果、IRBIT欠損マウス群は野生型のマウス群よりも行
動量が増加する傾向にあった。
恐怖条件づけでは恐怖記憶の獲得、消去、想起のプロセスに注目した。
実験装置は米国MED社製のオペラントチャンバーを用いた。条件づけ
を行う前に環境に慣れさせるためにShaping期間を設け、CSとUSを対呈
示する条件づけ、CSのみ呈示する消去期間を設けた。オペラントチャン
バー内には環境を一定にするため70dbのホワイトノイズを用いるためス
ピーカーを設置した。また、CS呈示はライトの光、US呈示は足への電撃
激装を用いた。
被験体は８～16週齢雄性マウス使用し、野生型のマウス群（WT群）
12匹、IRBIT欠損マウス群（KO群）12匹用いて行動解析を行った。結果、
条件づけでは恐怖記憶の獲得ができた。
IRBIT欠損マウスの行動を解析した結果から、記憶や学習を可能にして
いるプロセスの制御機構が、記憶学習をはじめとする高次脳機能において、
IRBITがどのような役割を担っているのかを、今後明らかにしていきたい。
